
のおがた議会だより
8

　
　
　
直
方
市
の
「
こ
れ
か
ら
」

に
つ
い
て

　
今
年
は
「
第
６
次
直
方
市
総

合
計
画
」
の
中
間
年
と
な
り
中

間
改
訂
が
行
わ
れ
、
３
月
に
は

「
直
方
・
鞍
手
新
産
業
団
地
」
の

造
成
が
完
了
し
、「
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
」
等
、
企
業
進
出
が
始
ま

り
、
新
幹
線
直
方
新
駅
の
議
論

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

「
直
方
市
学
校
規
模
適
正
化
基
本

計
画
」
も
決
定
し
具
体
的
な
実

行
段
階
に
入
っ
た
。
多
方
面
に

わ
た
り
直
方
市
は
大
き
な
変
革

の
時
が
来
て
い
る
。
そ
こ
で
市

の
現
状
を
問
う
と
と
も
に
市
の

課
題
、
利
点
、
魅
力
、
将
来
性
等
、

市
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　

質
問 矢

野
富
士
雄
　
議
員

一 般 質 問
　３月定例会の一般質問は、２月２４日から２７日までの４日間行われ、１０名の議員が市政について質問

しました。一般質問は、議案と関係なく市政全般にわたり執行機関に対して執行状況や将来に対する方針な

どについて所信を尋ねたり、報告、説明を求めるものです。

意 

見 

書

　
今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意

見
書
を
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
し
ま
し
た
。

◎
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
に
つ
い
て
慎
重
に
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
で
す
。

つ
い
て
、
直
営
か
ら
委
託
に
変
更

し
た
際
の
削
減
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。

所
管
課
か
ら
は
、
浄
水
場
運
転
管

理
で
年
間
約
８
０
０
万
円
、
料
金

賦
課
徴
収
業
務
で
年
間
約
２
，

０
０
０
万
円
の
削
減
を
実
現
し
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
に
あ
た
っ
て
は
、
水
道
事

業
は
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
窓
口
業
務
や
施
設
管
理
業

務
に
つ
い
て
は
直
営
で
行
う
べ
き

で
あ
る
と
の
反
対
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
学
校
規
模
適
正
化
に
つ

い
て

　
令
和
９
年
度
か
ら
中
泉
小
学

校
が
休
校
と
な
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
が
、
こ
の
措
置
に
よ
っ

て
見
込
ま
れ
る
利
点
と
問
題
点

に
つ
い
て
、
ま
た
、
今
後
の
市

内
全
小
・
中
学
校
の
規
模
適
正

化
へ
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
直
方
市
学
校
規
模
適
正

化
基
本
計
画
に
お
い
て
、
複
式

学
級
は
教
育
上
の
課
題
が
極
め

て
大
き
い
と
さ
れ
て
お
り
、
速

や
か
な
複
式
学
級
解
消
が
見
込

め
る
「
休
校
」
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
通
学
路
の
安
全
確

保
や
児
童
の
環
境
の
変
化
へ
の

対
応
な
ど
が
課
題
と
な
る
。
来

年
度
は
、
市
内
全
小
・
中
学
校

の
規
模
適
正
化
の
具
体
的
な
実

質
問 草

野
知
一
郎
　
議
員

行
計
画
を
策
定
す
る
。

　
　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て

　
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
こ

こ
っ
ち
ゃ
」
が
開
業
し
て
３
年

が
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
の
成

果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

ま
た
、
中
心
市
街
地
全
般
を
今

後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
い

の
か
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
施
設
の
利
用
状
況
は
、

令
和
７
年
度
１
月
末
時
点
で

１
３
，
３
９
６
人
と
な
っ
て
お

り
、
徐
々
に
利
用
者
数
が
伸
び

て
い
る
。
駐
車
場
の
利
便
性
向

上
と
施
設
運
営
上
の
縦
割
り
解

消
が
課
題
で
あ
る
が
、
都
市
計

画
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
交
え
て
、

歩
い
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
空
間
づ
く
り
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

答
弁

答
弁
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施
政
方
針
に
対
す
る
基

本
認
識
に
つ
い
て

　
昨
年
９
月
議
会
の
私
の
質
問

に
感
謝
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
の
真
意
に
つ
い
て
問
う
。
今

回
の
施
政
方
針
で
旧
筑
豊
高
校

跡
地
を
「
処
分
・
活
用
」
と
あ

る
が
、
こ
の
地
域
は
県
が
計
画

し
て
い
る
世
界
規
模
で
の
最
先

端
の
産
業
集
積
拠
点
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。
私
は
「
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
誘

致
を
提
案
し
て
い
る
が
、
企
業

に
分
割
「
切
り
売
り
」
さ
れ
る

の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。
切

り
売
り
に
は
反
対
で
あ
る
。
真

意
を
問
う
。

       

市
政
を
進
め
て
い
く
う
え

で
は
、
市
長
の
思
い
を
ど
こ
ま

で
職
員
が
共
有
で
き
る
か
が
重

要
で
あ
り
、
議
員
か
ら
施
政
方

針
の
考
え
方
に
つ
い
て
改
め
て

質
問 野

下
昭
宣
　
議
員

確
認
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧

筑
豊
高
校
跡
地
は
、
直
方
・
鞍

手
新
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
む
や

み
に
切
り
売
り
せ
ず
活
用
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
新
幹
線
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
等
の
都
市
機
能
の
有
効
的

発
展
・
実
現
の
た
め
、
鞍
手
町

等
の
合
併
に
つ
い
て

　
新
幹
線
新
駅
誘
致
等
広
域
行

政
で
の
地
域
づ
く
り
が
地
域
振

興
の
主
要
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
際
鞍
手
町
等
と
の
合

併
を
検
討
し
て
は
。

       

人
口
減
少
が
進
む
中
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
広
域
行
政
の
考
え

方
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
確
認
し

な
が
ら
、
地
域
全
体
と
し
て
の

発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
広

域
的
な
連
携
を
深
め
て
い
き
た

い
。

答
弁

         

本
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
一
方
で
、
交
通
の
結
節
点

と
し
て
の
地
理
的
優
位
性
、
豊

か
な
自
然
、
歴
史
、
観
光
資
源
、

何
よ
り
市
民
意
識
調
査
に
お
い

て
市
民
の
約
８
割
が
「
今
後
も

直
方
に
住
み
続
け
た
い
」
と
回

答
し
て
い
る
点
が
市
の
強
み
で

あ
る
。
次
の
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
か
ら
直
方
を
預
か
っ
て
い

る
と
い
う
責
任
の
下
、
10
年
、

20
年
先
を
読
ん
だ
地
域
づ
く
り

が
問
わ
れ
て
い
る
。
新
産
業
団

地
や
新
幹
線
新
駅
設
置
な
ど
将

来
に
わ
た
っ
て
成
長
を
も
た
ら

す
投
資
を
行
う
こ
と
で
、
福
岡

県
の
中
で
も
新
し
い
拠
点
と
し

て
光
が
当
た
る
よ
う
な
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。     

答
弁

　
　
　
手
話
施
策
推
進
法
制
定

に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

ろ
う
者
の
手
話
に
よ
る
自
立
や

社
会
参
加
の
実
現
に
向
け
、
施

策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
と

い
う
認
識
を
深
め
て
い
る
。

　
手
話
言
語
条
例
第
６
条
に
基

づ
き
、「
手
話
へ
の
理
解
と
普
及
」

「
意
思
疎
通
の
支
援
」「
支
援
者

の
環
境
整
備
」
と
い
う
３
つ
の

観
点
で
、
啓
発
や
人
材
育
成
、

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
等
の
施

策
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

　
手
話
検
定
試
験
の
受
験
料
補

助
に
つ
い
て
は
、
手
話
人
口
の

裾
野
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
手
話
へ
の
理
解
と
普
及
と
い

う
点
に
お
い
て
は
、
小
・
中
学

生
は
貴
重
な
時
期
で
あ
る
た
め
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
学
校
現

場
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　 答
弁

　
　
　
手
話
の
推
進
に
つ
い
て

①
手
話
施
策
推
進
法
に
つ
い
て

本
市
は
ど
の
よ
う
な
責
務
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

②
直
方
市
手
話
言
語
条
例
第
６

条
は
、
手
話
を
広
め
る
こ
と
、

手
話
が
通
じ
る
社
会
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
そ
し
て
担
い
手
を

育
て
支
え
る
こ
と
、
必
要
な
施

策
を
市
が
責
任
を
持
っ
て
実
行

す
る
と
い
う
趣
旨
で
よ
ろ
し
い

か
。

③ 

手
話
人
口
拡
大
の
た
め
の
受

験
料
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
前

向
き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

④ 

子
供
た
ち
や
教
職
員
が
手
話

に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

は
、
共
生
社
会
を
育
む
上
で
重

要
な
視
点
で
は
な
い
か
。

　
　
　

質
問 宮

園
祐
美
子
　
議
員

答
弁

質
問



のおがた議会だより
10

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
に
つ
い
て

　

３
・
６
兆
円
規
模
の
子
ど
も
未

来
戦
略
に
基
づ
く
子
育
て
支
援

策
の
一
部
（
１
兆
円
）
を
医
療

保
険
に
上
乗
せ
し
て
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
」
と
し
て
令
和

８
年
度
か
ら
徴
収
さ
れ
る
。
制

度
創
設
の
背
景
、
算
定
根
拠
、

具
体
的
賦
課
の
仕
組
み
に
つ
い

て
問
う
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯

へ
の
軽
減
策
と
市
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
も
問
う
。

　
　
　
少
子
化
対
策
を
社
会
全

体
で
支
え
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
が
令
和
８
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
る
。
将
来
の
県
内
統
一

を
見
据
え
県
が
示
す
数
値
に
基

づ
き
算
定
し
た
上
で
、
18
歳
未

満
の
支
援
金
分
の
均
等
割
を
全

額
免
除
す
る
。
既
存
の
医
療
・

渡
辺
和
幸
　
議
員

質
問

答
弁

後
期
・
介
護
分
は
据
え
置
く
。

今
後
も
広
報
等
を
通
じ
、
丁
寧

な
周
知
に
努
め
る
。
　

　
　
　
生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
　

令
和
７
年
６
月
27
日
、
最
高
裁

は
保
護
変
更
決
定
処
分
を
違
法

と
す
る
原
告
勝
利
の
判
決
を
言

い
渡
し
た
。
判
決
に
至
っ
た
経

緯
と
違
法
判
決
内
容
に
つ
い
て

問
う
。
補
償
す
べ
き
対
象
者
と

被
害
額
の
補
償
へ
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　
訴
訟
内
容
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
の
判
断
の
過
程

及
び
手
続
に
は
過
誤
、
欠
落
が

あ
っ
た
と
し
て
原
告
側
の
勝
訴

判
決
と
な
っ
た
。
対
象
者
と
な

る
保
護
受
給
世
帯
に
は
職
権
で

給
付
、
保
護
が
廃
止
と
な
っ
た

世
帯
に
は
申
出
に
よ
り
給
付
を

行
う
。
な
お
、
補
償
に
つ
い
て

は
国
か
ら
の
通
知
に
従
い
速
や

か
に
処
理
対
応
を
行
う
。

質
問

答
弁

　
　
　
新
幹
線
「
新
駅
」
に
関

す
る
福
岡
県
・
Ｊ
Ｒ
・
近
隣
自

治
体
の
動
向
と
建
設
費
用
に
つ

い
て

　
新
幹
線
「
新
駅
」
の
今
日
ま

で
の
経
過
、
福
岡
県
・
Ｊ
Ｒ
・

近
隣
自
治
体
の
現
在
の
動
向
。

建
設
費
の
推
定
額
と
建
設
に
か

か
る
、
補
助
金
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
。

       

新
幹
線
新
駅
の
取
組
は
過

去
様
々
な
取
組
を
経
て
平
成
18

年
に
一
時
凍
結
さ
れ
た
が
、
第

３
次
か
ら
現
在
の
第
６
次
総
合

計
画
ま
で
設
置
に
つ
い
て
検

討
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
市
の
地
理
的
優
位
性
等
を

生
か
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
も

質
問 澄

田
和
昭
　
議
員

答
弁

し
く
将
来
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
施
設

整
備
の
方
針
を
、
部
活
動
の
地

域
移
行
と
併
せ
て
問
う
。

　
　
　
市
内
の
球
場
は
様
々
な

問
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
ニ
ー

ズ
も
踏
ま
え
、
新
た
な
整
備
手

法
、
広
域
連
携
な
ど
の
研
究
を

行
い
た
い
。
部
活
動
の
地
域
展

開
で
は
、
学
校
施
設
や
市
内
公

共
施
設
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　   

市
の
文
化
施
設
に
つ
い
て

　
文
化
は
非
常
に
重
要
な
も
の

で
は
あ
る
が
、
財
政
が
逼
迫
す

る
昨
今
に
お
い
て
、
経
済
的
な

効
果
を
あ
ら
か
じ
め
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
。
市
内
の
主
要
文
化
施

設
の
方
向
性
を
問
う
。

　
　
　
総
合
計
画
等
に
お
い
て

文
化
施
設
の
利
用
者
数
を
Ｋ
Ｐ

Ｉ
に
設
定
し
、
検
証
し
て
い
る
。

直
方
市
美
術
館
別
館
に
つ
い
て

は
、
安
全
上
の
問
題
か
ら
休
館
し

て
い
る
が
、
今
後
の
活
用
方
針
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
新
幹
線
新
駅
の
設
置
に
つ

い
て

　
前
議
会
で
の
答
弁
で
は
、
市
負

担
は
１
０
０
億
円
規
模
の
可
能
性

を
認
め
つ
つ
精
査
は
今
後
、
広
域

連
携
や
都
市
像
、
市
民
合
意
な
ど

も
多
く
が
将
来
検
討
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
伺
い
、

市
の
方
針
を
問
う
。

　
　
　
新
産
業
団
地
の
完
成
も
見

え
、
様
々
な
変
化
を
好
機
と
捉
え

て
い
る
。
こ
の
投
資
効
果
や
市
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
新
駅
設

置
に
取
り
組
み
持
続
可
能
な
ま
ち

を
目
指
す
。
ま
た
広
域
振
興
と
し

て
周
辺
市
町
、
県
と
推
進
し
た
い
。

　
　
　
市
内
の
野
球
施
設
に
つ
い

て　
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
交
流
協
定
を

締
結
し
て
い
る
本
市
だ
が
、
硬
式

野
球
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳

質
問 安

永
浩
之
　
議
員

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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直
方
市
学
校
規
模
適
正

化
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
人
口

構
成
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
地
域
に
お

け
る
児
童
・
生
徒
の
減
少
に
よ

り
、
学
校
規
模
が
縮
小
し
て
き

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
学
校
自

体
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
で
あ
り
、
避
難
所
と
し
て
も

大
変
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
今

後
の
直
方
市
に
お
け
る
学
校
規

模
適
正
化
に
つ
い
て
の
学
校
再

編
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
市
内
全
域
で
子
供
の
数

が
減
少
し
て
い
る
。
特
に
中
泉

小
学
校
は
、
複
式
学
級
が
発
生

し
令
和
９
年
度
か
ら
の
休
校
措

置
を
検
討
し
て
い
る
。
休
校
後

の
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
継
続

質
問 那

須
和
也
　
議
員

利
用
を
含
め
様
々
な
観
点
か
ら

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
今

後
も
保
護
者
や
地
元
の
方
々
か

ら
の
御
意
見
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
米
の
価
格
高
騰
対
策
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て

　
米
の
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い

て
、
異
常
気
象
に
よ
る
収
穫
量

の
減
少
や
資
材
の
高
騰
が
原
因

で
あ
り
、
２
０
２
６
年
に
は
店

頭
価
格
が
25
％
～
40
％
上
昇
す

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
へ
の
要
望
や
生
産
向
上
に
向

け
た
農
家
へ
の
支
援
策
が
必
要

と
考
え
る
。
市
と
し
て
も
何
ら

か
の
支
援
が
で
き
な
い
か
問
う
。

　
　
　
農
林
水
産
省
が
公
表
し

て
い
る
直
近
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
産
米
の
相
対
取
引
価

格
に
つ
い
て
は
、
ゆ
る
や
か
に

下
落
し
て
い
る
。
市
は
今
後
、

需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
作
物

を
生
産
す
る
農
業
者
を
支
援
し

て
い
く
。
ま
た
、
農
産
物
価
格

安
定
の
た
め
の
財
政
支
援
に
関

す
る
、
国
や
県
へ
の
要
望
活
動

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

内
容
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
。
市
の
推
進
体
制
に
つ

い
て
は
、
通
学
路
の
安
全
確
保

や
学
校
跡
地
の
活
用
等
、
市
の

課
題
と
し
て
部
署
間
で
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
直
方
市
学
校
規
模
適
正

化
に
つ
い
て

①
教
育
委
員
会
と
し
て
の
取
り

組
む
姿
勢
は

②
今
後
の
進
め
方
は

③
中
泉
小
学
校
の
休
校
措
置
に

つ
い
て

　
　
　
中
泉
小
学
校
、
下
境
小

学
校
の
教
職
員
、
両
校
区
自
治

区
公
民
館
長
、
中
泉
小
学
校
、

下
境
小
学
校
の
保
護
者
に
説
明

会
を
行
い
、
通
学
の
安
全
確
保

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
児
童
の
環

境
の
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
通
学

に
関
す
る
こ
と
は
十
分
調
査
し
、

対
策
を
図
っ
て
い
く
。
児
童
の

環
境
の
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
学
校
間
交
流
を
１
年
間

か
け
て
行
い
、
チ
ー
ム
競
技
や

合
唱
な
ど
少
人
数
で
は
困
難
な

質
問 篠

原
正
之
　
議
員

答
弁

周
辺
市
町
と
連
携
し
、
県
の
理

解
を
得
な
が
ら
共
同
で
広
域
地

域
振
興
、
新
駅
設
置
を
進
め
て

い
き
た
い
。
さ
ら
に
進
ん
だ
段

階
で
は
Ｊ
Ｒ
と
の
関
係
性
構
築

も
行
っ
て
い
く
。
事
業
費
に
つ

い
て
は
再
検
討
が
必
要
だ
が
、

過
去
の
試
算
結
果
か
ら
も
大
き

な
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
補
助
金
は
現
時
点
で

は
見
込
め
て
い
な
い
。
今
後
の

取
組
と
し
て
ま
ず
は
期
成
会
設

立
に
向
け
取
組
を
進
め
て
行
く
。
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水

仙

　
春
朧
と
は
い
う
も
の
の
、
黄

砂
と
花
粉
に
鼻
水
止
ま
ら
ず
目

は
痒
い
。
議
場
に
も
「
国
民
病
」

と
も
言
え
る
花
粉
症
の
波
が
押

し
寄
せ
ま
す
。

　
質
問
に
立
つ
議
員
は
ハ
ン
カ

チ
を
手
放
せ
ず
、
答
弁
側
に
も

涙
目
の
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ク
シ
ャ
ミ
や
目
の
か
ゆ
み
は
、

体
が
異
物
を
追
い
出
そ
う
と
す

る
防
衛
反
応
で
す
が
、
集
中
力

を
奪
う
厄
介
な
存
在
で
も
あ
り

ま
す
。

　
最
近
で
は
最
新
の
処
方
薬
や

レ
ー
ザ
ー
治
療
、
さ
ら
に
は
舌

下
免
疫
療
法
な
ど
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
早
め
の
ケ
ア
で
自
分

に
合
っ
た
「
盾
」
を
持
つ
こ
と

が
快
適
な
春
を
過
ご
す
鍵
と
な

る
の
で
は
。

　 

※
本
稿
執
筆
は
令
和
８
年
３
月
12
日

６
月
12
日
（
金
）
提
案
説
明

　
　
13
日
（
土
）
休
会
（
休
日
）

　
　
14
日
（
日
）
休
会
（
休
日
）

　
　
15
日
（
月
）
一
般
質
問

　
　
16
日
（
火
）
一
般
質
問

　
　
17
日
（
水
）
一
般
質
問

　
　
18
日
（
木
）
一
般
質
問

　
　
19
日
（
金
）
休
会
（
議
案
考
査
）

　
　
20
日
（
土
）
休
会
（
休
日
）

　
　
21
日
（
日
）
休
会
（
休
日
）

　
　
22
日
（
月
）
質
疑

　
　
23
日
（
火
）
委
員
会

　
　
24
日
（
水
）
委
員
会

　
　
25
日
（
木
）
委
員
会

　
　
26
日
（
金
）
採
決

12

・
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会
の

開
議
は
、
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

・
日
程
、
開
議
時
間
は
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12

　

▲ 議会中継・録画配信
    (YouTube)  はこちら

直方市議会 議会中継

▲ 「直方市公式ホームページ
市議会インターネット中継」

↓
ご希望の内容を選択

↓
見たい動画を再生

　インターネット配信ぜひ御覧ください！　

明
会
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え

対
応
可
能
な
点
か
ら
改
善
に
取

り
組
む
。

　
　
　

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
と
活
性
化
に
つ
い
て

　

近
年
、
国
は
急
激
な
少
子
化

と
教
員
の
働
き
方
改
革
の
対
応

に
迫
ら
れ
、
部
活
動
の
地
域
移

行
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
。
全
国
的
な
こ
の
環
境
変
化

に
本
市
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
問

う
。

　
　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
は

大
き
な
課
題
だ
が
、
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
、
選
択
肢
が
広
が
り
、
専
門

的
な
指
導
が
受
け
ら
れ
る
。
教

員
に
と
っ
て
は
、
強
制
で
は
な

く
、
対
価
が
も
ら
え
る
。
地
域

に
と
っ
て
は
、
多
世
代
交
流
に

よ
り
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
る
。
大
き
な
課
題
だ
が

地
域
や
学
校
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

　
　
　
内
ヶ
磯
線
廃
止
の
経
緯

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

　

西
鉄
バ
ス
グ
ル
ー
プ
は
本
市

の
内
ヶ
磯
線
を
３
月
末
を
も
っ

て
廃
止
す
る
と
の
報
道
が
な
さ

れ
た
。
こ
の
内
ヶ
磯
線
は
長
い

間
、
住
民
の
通
学
、
通
院
、
買

物
な
ど
に
利
用
さ
れ
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ

た
。
こ
の
内
ヶ
磯
線
が
廃
止
に

至
っ
た
経
緯
と
直
方
市
と
し
て

の
対
応
を
問
う
。

　
　
　
内
ヶ
磯
線
は
、
利
用
者

数
の
減
少
に
よ
る
収
支
悪
化
や

慢
性
的
な
乗
務
員
不
足
の
影
響

で
事
業
継
続
が
困
難
と
な
り
廃

止
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
今

回
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

実
施
可
能
な
唯
一
の
方
法
と
し

て
タ
ク
シ
ー
車
両
に
よ
る
定
期

運
行
を
採
用
し
た
が
、
地
元
説

答
弁 森

本
裕
次
　
議
員

質
問


